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1 はじめに
近年，人間の対話の相手が増えた．人間に比べて膨

大な情報の保持が可能なコンピュータである．チャット

などでの雑談相手，Web上での商品の説明，介護にお
ける話し相手など，多種にわたって人間はコンピュー

タと対話を行うようになって来た．

しかし，人間同士の対話と比較すると，その結果や

過程が劣っている場合が多い．その原因の一つが円滑

性（発話者の意図に沿い，対話が速やかに行われるこ

と）の欠如である．データベース内に情報が存在しな

い単語，即ち未知語に遭遇した場合にその現象は著し

い．既存の処理では未知語に対して質問や話題転換が

過剰に起こり，対話の円滑さが損なわれる場合がある．

この問題を解決するため，本研究では未知語処理を

改善し人間とコンピュータ間の対話をより自然で円滑

にする手法を提案する．また，それを用いた対話応答

システムを作成したので，その報告を行う．

2 文の類似性を用いた未知語処理手法
ユーザの発言中に出現する未知語の品詞をシステム

がデータベースの文例を用いて推定する．それにより，

システムはユーザに未知語についての質問をすること

なく，応答文選択処理を行うことが出来る．類似性は，

文の品詞並びと出現する単語の表層文字列の同一性を

基に判断される．以下，未知語推定手順を詳細に記す．
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2.1 類似文例の検索 入力文の品詞並びをキーとして，

パターンデータベースから類似文例を検索する．

2.2 最類似文例の選択 入力文と呼び出された文例各々

に対して，出現する単語の表層文字列の一致数を

重みとした類似度計算を行い，最も類似度が大き

い文例を１つ選択する．重み wの計算には，Xを
入力文に出現する単語の集合，Yを候補文に出現
する単語の集合とする以下のダイス係数を採用す

る．ただし，一つの文中に同一の単語が複数回出

現した場合は別の要素として扱う．

w = 2 × |X ∩ Y |
|X| + |Y |

(1)
以下に具体例を示す．

　入力文の単語

X=音声/対話/という/こと/は/喋れ/ます/か/？

　類似文例の単語

Y1=音声/対話/という/こと/が/重要/です/か/？

Y2=音声/対話/という/こと/は/話せ/ます/か/？

　計算結果

w1 = 2 × 6
9+9≒ 0.67

w2 = 2× 8
9+9≒ 0.89 （類似文例として Y2を選択）

2.3 未知語の推定 入力文と選択された文例の品詞並び

を比較し，入力文の未知語の品詞を推定する．

表層文字列情報

音声対話 という ことは
話せますか？

音声対話 という ことは
喋れますか？

音声対話 という ことは
喋れますか？

品詞並び情報

名詞-名詞-助詞-名詞-助詞-
動詞-助動詞-助詞-記号

名詞-名詞-助詞-名詞-助詞-
未知語-助動詞-助詞-記号

名詞-名詞-助詞-名詞-助詞-
動詞-助動詞-助詞-記号

未知語

＋
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図 1: ユーザ発言中の未知語の品詞推定
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3 作成した対話応答システム
図 2に対話応答システムの流れを示す．
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図 2: 対話応答システムの流れ

システムはユーザから対話文入力を受け取り，形態

素解析を行い，文を単語単位に分解する．また，その結

果得られた単語の表層文字列と品詞の組を検索のキー

とし，データベースから入力文の出現単語の読み情報

と頻度を得て，入力文の単語から品詞並びを作成する．

この際，読み情報と頻度が得られなければ，その単

語を未知語とみなし，前述した未知語推定処理を行う．

次に応答文候補を選択する．応答文は過去の用例と

して，対話相手の直前の発言（以降前文とする）も属

性情報として保持している．応答文候補は入力文の品

詞並びと前文の品詞並びが同一の文例である．

入力文とそれぞれの候補文の前文から名詞，動詞，感

動詞，副詞，形容詞のいずれかの単語をキー単語とし

て抽出する．式（1）において，Xを入力文のキー単語
の集合，Yを前文のキー単語の集合とし，前文の重み
が最も大きい応答文候補を最終的な応答文とする．

続いてデータベースの更新を行い，入力文，応答文

中に出現した単語とパターンの頻度を 1増加する．ま
た，未知語が出現していた場合は新規単語としてデー

タベースに登録する．最後に応答文を出力し，システ

ムはユーザの次の対話文入力を待つ．

4 評価
本研究の未知語処理手法の妥当性とその成果につい

て，東京工科大学の学生 27人にアンケートを行った．

4.1 未知語処理手法の妥当性の確認

人間同士が対話を行うときの未知語への対応に関し

てアンケートを行った．その結果を表 1に示す．

表 1: 未知の修飾語への対応

対応 意味を 話題を 相槌 その他

パターン 尋ねる 変える を打つ

人数 10 1 13 3

上記の結果より，人間は未知語に出会った場合，必

ずしもその言葉に関して質問するわけではなく，単語

の意味を知らなくても対話を続ける傾向が強いと推察

される．この点において，本研究の未知語の推定によ

る対話の続行は妥当である．

4.2 対話応答の自然さの確認

対話応答システムを用いて，未知語処理手法を適用

した対話応答例と，適用しなかった対話応答例のどち

らが自然に感じるかのアンケートを行った．呈示した

対話例を図 3に，その結果を表 2に示す．対話例は「喋

れ」が未知語である．'
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ユーザ＞ PDDINとは何ですか。
ＣОＭ＞音声対話型癒し系ロボットのことです。

ユーザ＞音声対話ということは喋れますか。

ＣＯＭ＞ a．はい、限定的ですが話せます。
　　　　 b．重要なことです。

図 3: 呈示した対話の例

表 2: 対話応答選択結果

応答文 a b
（未知語処理） （適用） （不適用）

人数 25 2

結果から，多くの人が未知語処理を利用した応答例

をより自然だと感じており，本研究で提案した未知語

処理の基本的有効性が確認された．

5 おわりに
人間とコンピュータの円滑な対話を目指し，「文の類

似性を用いた未知語処理に基づいた円滑な対話応答シ

ステム」の概要とその評価について述べた．
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